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主な内容



民生費
53億8550万円
（35.6％）

一般会計

歳 出
151億
2572万円

総務費
23億2826万円
(15.4％）

衛生費
14億1409万円
（9.3％）

農林水産業費
13億1755万円
（8.7％）

公債費
（借金の返済）
12億4936万円
（8.3％）

土木費
11億9713万円
（7.9％）

教育費
11億2554万円
（7.4％）

消防費
6億2565万円（4.1％）

議会費
1億3571万円（0.9％） その他

3億4693万円（2.3％）

予防接種や
ごみ処理など

菜園・畑の維持管理

ローン返済

防災・備蓄品購入

家族の介護や医療費・
生活費など

広報紙発行・財産管理
特別定額給付金など

家財の修理・
改修

高齢者、障がい者福祉、
児童手当など

資産運営・子への援助など

道路や河川の維持、
改良費など

教材費や教養費
小中学校の運営費や
文化財事業など

労働費・商工費・災害復旧費

産管理
など

など

費
65万円（4 1％）

自
主
財

源

依

存

財 源

一般会計

歳 入
154億
5720万円

町税
　35億6475万円
　　　　（23.1％）

繰越金
1億7613万円（1.1％）

前年の残金

繰入金
4億7377万円（3.1％）

預金引き出し

分担金・負担金・
使用料・手数料
2億1953万円（1.4％）

雑収入

その他
9億7975万円（6.3％）地方交付税

45億8138万円
（29.6％）

国・県支出金
38億1011万円
（24.6％）

町債（町の借金）
5億755万円（3.3％）

銀行からの借り入れ

譲与税・交付金
11億4423万円（7.4％）

給料・売り上げ

親からの援助

町民税・固定資産税・たばこ税など

町施設の
使用料など

親などからの
特別援助
使い道が定められているお金、
コロナ対策、特別定額給付金
など

国税から町に譲与、県税から
町に交付されるお金

財産収入・寄附金・諸収入

収入の内訳
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会計
区分 一般会計

特　　別　　会　　計 下水道事業会計
国民健康

保険 後期高齢者 介護保険 介護予防
サービス 収益的収支 資本的収支

歳入 154億5720万円 31億9131万円 3億6637万円 36億3525万円 850 万円 12億9537万円 1億4630万円
歳出 151億2572万円 31億3497万円 3億6470万円 34億9354万円 737 万円 12億8323万円 7億4884万円
収　入
未済額 1億1760万円 7299万円 △ 6万円 227万円 0円 4416万円 22万円
採決の
結　果 賛成多数 全　員　賛　成

令和５年度の決算状況

提
案
さ
れ
た
令
和
５
年
度
決
算
認
定
・
条
例
案
件
・
予
算
案
件
・

報
告
案
件
・
人
事
案
件
な
ど
21
件
と
議
員
の
提
出
し
た
発
議
案

3
件
を
合
わ
せ
た
24
件
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

８/３０～９/１９

は、こうだった！！

一
般
質
問
は
、
11
議
員
が
、
農
業
、
駅
ト
イ
レ
閉
鎖
、
埋
蔵

文
化
財
、
防
災
、
給
食
費
無
償
化
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
、
観

光
振
興
、
民
間
提
案
制
度
な
ど
町
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

金額・％は端数処理のため、
合致しない場合があります。

　令和５年度一般会計歳入決算総額は、154億5720万円で前年比 3 億 5910万円の減少。歳出決
算総額は、151億2572万円で前年度比5億1449万円の減少となっています。歳入決算総額から
歳出決算総額を引いた実質収支は1億3048万円の黒字ですが、実質単年度収支は8981万円の赤
字となりました。
　歳入の町税や固定資産税は、前年度比で5557万円の増ですが、町税の収入未済額の増加や不
能欠損も増加しており、町民の生活の厳しさがうかがえます。
　歳出の減少は、新型コロナウィルス対応事業の減、雪が少なく除雪委託費の減が挙げられます。

公民連携の新しい事業の調査費などもあり、これから続く事業に議会として注視していきます。

項目に当てはめて表現してみました。

決算の特徴

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

決
　
　
算
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令和５年度
決 算

令
和
５
年
度
の
財
政
運
営
は
、
目
前
に

迫
っ
た
新
規
事
業
な
ど
の
財
源
確
保
に
翻

弄
さ
れ
た
１
年
と
言
え
る
。
今
後
、
新
規

事
業
の
要
請
に
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

は
５
年
以
上
に
わ
た
る
厳
し
い
財
政
運
営

を
覚
悟
す
る
こ
と
。
全
庁
あ
げ
て
真
正
面

か
ら
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

改
善
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
事
項
と
し

て
、
３
０
０
を
超
え
る
補
助
金
は
本
当
に

必
要
か
、
時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
総
点

検
す
べ
き
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
の
町
政
は
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
で
幕
を
上
げ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
個
別
事
業
の
小
さ
な
お
金
の
流

れ
を
大
切
に
し
て
初
め
て
、
骨
太
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

熊谷代表監査委員

監
査
意
見監

査
委
員

熊
谷

順
太

　
　
　
　
　

箱
崎

勝
之

Ｒ5年度Ｒ4年度Ｒ3年度Ｒ2年度Ｒ元年度

156億
4021万円

158億
1634万円

151億
2572万円

154億
5720万円

169億
8259万円

186億
7221万円

132億
7597万円 166億

2417万円

184億
3403万円

129億
5182万円

歳出 歳入

過去５年間の一般会計決算額の推移

借入金(                                                                                    )
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積立金
一般会計 下水道事業会計

過去５年間の積立金・借入金現在高の推移

※積立金は、財政調整基金、社会福祉事業基金、
町債管理基金、　公共施設等整備基金、国際交流
基金、まちづくり基金です。

しわ家の家計
令和5年度の決算状況を家計の

（単位：億円）

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

決
　
　
算
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紫
波
町
交
流
公
園

       

樹
木
樹
勢
回
復
事
業

景
観
維
持
は
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

の
程
度
緊
急
性
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
定

期
的
に
発
生
す
る
費
用
か
。

環
境
や
景
観
に
相
応
し
い
樹
木
を
選

定
し
て
い
る
が
、
約
10
年
が
経
過
し
、
交

流
公
園︵
オ
ガ
ー
ル
広
場
︶の
設
計
者
か
ら

樹
木
の
状
態
が
良
く
な
い
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。気
候
の
変
化
な
ど
で
弱
っ
た
た
め
、

今
回
は
専
門
家
に
指
示
を
仰
ぎ
施
肥
や
環

境
整
備
を
行
っ
た
。

自
主
防
災

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
地
域
差
が

あ
る
。
防
災
士
の
資
格
者
が
増
え
て
い
る

が
、
地
域
の
訓
練
や
研
修
な
ど
に
派
遣
要

請
は
あ
っ
た
か
。

要
請
は
あ
り
、
職
員
や
県
の
防
災
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
利
用
し
派
遣
し
て
い

る
。
協
議
会
活
動
な
ど
を
し
た
い
と
い
う

声
も
あ
っ
た
た
め
、
防
災
士
が
活
動
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

紫
波
型
断
熱
改
修
事
業

普
及
促
進
、
改
修
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、

断
熱
改
修
に
か
か
る
人
材
育
成
と
い
う
事

業
内
容
の
中
で
、
令
和
５
年
度
事
業
で
は

断
熱
改
修
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
断
熱

改
修
体
験
型
作
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る

か
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
回
開
催
し
、
快

適
で
健
康
的
な
住
宅
環
境
を
構
築
す
る
た

め
に
、
補
助
金
制
度
や
地
域
脱
炭
素
化
に

農
業
次
世
代
人
材
交
付
金

新
規
就
農
者
へ
の
補
助
金
と
し
て
国

か
ら
も
ら
う
交
付
金
だ
が
、
新
規
に
果
樹

な
ど
を
栽
培
す
る
場
合
は
収
益
が
出
る
ま

で
に
３
年
は
か
か
る
。
町
か
ら
の
補
助
金

は
無
く
て
も
生
活
で
き
る
の
か
。

町
で
は
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
農

協
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
単
価
の
高
い
農
作
物
の
情
報
を
提
供

し
た
り
、
貸
し
た
い
と
い
う
果
樹
園
を
マ

ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早

く
安
定
し
た
農
業
経
営
に
移
行
さ
せ
る
よ

う
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

地
域
合
意
形
成
向
上
業
務

日
詰
、
古
館
、
赤
石
で
そ
れ
ぞ
れ
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
結
論
と
な
っ
た

の
か
。地

域
づ
く
り
の
人
材
育
成
や
、
住
民

同
士
が
お
互
い
を
知
り
、
地
域
の
状
況
を

知
っ
て
も
ら
う
場
作
り
と
し
て
行
っ
た
。

意
見
交
換
会
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
勉
強

会
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

を
、
各
公
民
館
と
協
力
し
て
開
催
し
た
。

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
。

答 問

予算決算常任委員会

問答

答 問答 問

答 問 関
す
る
国
内
外
の
状
況
な
ど
、
住
民
向
け

と
事
業
者
向
け
の
両
面
で
講
演
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
木
製
内
窓
の

設
置
を
希
望
す
る
住
宅
の
公
募
を
行
い
、

応
募
さ
れ
た
一
般
住
宅
を
対
象
に
事
業
者

の
参
加
を
募
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
行
う
な
ど
し

た
。

限りある財源を　有効に使えたか⁉ 
予算決算常任委員会で審査を行い、本会議で意見を付して可決しました。

地域づくり活動の勉強会

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

予
算
決
算
常
任
委
員
会



議会だより　　　   No.211　令和6年10月23日発行5

令和５年度決算

給
食
材
料
費

地
場
産
の
購
入
金
額
が
減
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。
地
場
産
を
増
や
す
取

り
組
み
は
。

生
産
組
合
が
出
荷
で
き
な
く
な
り
、

地
場
産
の
物
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

関
係
課
や
給
食
組
合
、
農
林
公
社
と

連
携
し
、
新
た
に
ネ
ギ
の
生
産
農
家
を

確
保
し
た
。

答 問

空
家
対
策
応
急
措
置

空
家
の
応
急
処
置
を
行
っ
た
の
は
、

ど
う
い
う
状
況
か
。

隣
家
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
所
有
者

の
許
可
を
得
て
、
飛
散
防
止
や
柱
の
傾
き

を
支
柱
で
支
え
る
な
ど
し
た
。
費
用
は
所

有
者
に
請
求
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
は
、
所
有
者
に
適
正

管
理
を
促
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
す
す
め
、
相
談
窓
口
の
充
実
に
努
め

ら
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
解
体
補
助
金

を
新
設
さ
れ
た
い
。

答 問意見

限りある財源を　有効に使えたか⁉ 

認定第１号　令和 5年度紫波町一般会計歳入歳出決算認定

反 対
　ここ何年かの町の予算方針は、財政状況は一層厳しくなると見込まれている。
　あづまねエリアブランディングや地域活性化企業人制度の活用は成果が出るものなのか。国の交付金を
活用して民間企業が提案している。町民の要望や考えを取り入れるものになっているか。
　また、将来の世代に負担の心配がある。厳しい財政の中で町民の福祉向上に努め、事業と歳出につい
て緊張感を持ち、行財政運営を見直すことを求め反対とする。

及川ひとみ 議員

討

論

はて？

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
配
置

実
体
を
把
握
し
て
各
校
に
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
は
小
学
校
に
12

人
、
各
中
学
校
に
１
人
ず
つ
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
配
置
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

く
。

教
育
上
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
、
教
育
相
談
支
援
員
の
増
員

に
努
め
ら
れ
た
い
。

答 問意見

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業

会
員
数
、
利
用
実
績
も
増
加
し
て

い
る
。
利
用
者
の
満
足
度
な
ど
捉
え
て

い
る
か
。

利
用
者
と
援
助
会
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
。
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

く
れ
て
助
か
っ
た
な
ど
、
満
足
度
は
高

い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
が
認
知
度
を
高
め
、
会
員
を
増
や

す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

町
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
事
業
の
認

知
度
を
高
め
、
協
力
者
を
増
や
す

取
り
組
み
に
努
め
ら
れ
た
い
。

答 問意見

吉
田

和
希

村
上
み
さ
と

鈴
木
　
　
博

佐
藤

光
夫

橋
浦

栄
一

髙
橋

敬
子

浅
沼

有
朋

北
條
　
　
聡

阿
部

秀
一

佐
々
木
純
子

阿
部
美
佳
子

熊
谷

育
子

細
川
　
　
久

及
川
ひ
と
み

細
川

惠
一

藤
原

惠
子

根
水

康
博

武
田

平
八

賛
　
　
成

反
　
　
対

結
　
　
果

令和５年度紫波町一般会計歳入
歳出決算認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ー 14 3 可決

本会議で賛否が分かれた議案

※賛成は○、反対は×、議長（武田平八）は採決に加わりません。

一般会計・特別会計・下水道会計の令和５年度決算について、

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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議会から
評 価 
区 分

町へひとこと
提言

予 算

決 算

監 視
政策サイクル

地域包括支援センターの運営
町民主体の集いの場の設置数は目標値を上回ったが、介護予防
事業の延べ参加者、認知症サポーター養成講座の年間受講者数
は目標値に届いていない。
高齢化率の上昇（特に75歳以上の後期高齢者の増加）の予測を
踏まえ、介護予防事業によるサポート、認知症への理解を深め
る必要がある。
高齢者のニーズや生活実態を把握し、要介護状態にならないよ
う、社会参加ができる多様な仕組み、医療介護連携、多職種連
携などの体制整備に努められたい。

評　価

意　見

提　言

宅地造成の増加により雨水処理の重要性が増す中、浸水シミュレ
ーションの実施、マンホール蓋更新工事により浸水被害対策が進
められた。
浸水シミュレーションを熟考し設備更新など有効手法を検討さ
れたい。
内水氾濫に起因する被害を減少できるよう既存施設の有効活用
を進められたい。
日詰１-2 排水区の浸水対策の予算化を図られたい。
財源を確保し、施設の耐水化・改修事業を計画的に進められたい。

評　価

意　見

提　言

雨水処理施設整備事業

酒類販路拡大プログラム業務
酒類の海外への販路拡大を目的とし、酒造会社１社で製造され
た日本酒をロンドンでサンプリングなどが行われ、酒造会社が
輸出手続きや、梱包など経験することができた。
産業政策監の専門性を生かし、輸出コスト削減や、日本酒以外
の地場産品の輸出に向けた相談対応など課題解決に取り組まれ
たい。

「酒の町紫波推進委員会」とコミュニケーションを密にし、情報
提供や研修会、イベントの後援など最適な支援に努められたい。

評　価

意　見

提　言

9月19日に事業評価報告書を熊谷町長へ
手渡しました

「こつこつサーキットクラブ」
で介護予防

下川原ポンプ場

おいしい紫波のお酒

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

事
業
評
価
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議会から
議会基本条例により、決算の審議を通じて町長が執行した施策
や事業の評価を行います。町長に対して、その評価を翌年度以
降の予算に反映させるよう求めるものです。

事業評価とは

学校運営協議会（コミュニティスクール）
2 年目を迎え活動がスムーズになり、地域学習の取り組みが
できたことで地域と児童の交流が図られた。
CSコーデネーターの活動範囲が広いのではないか。
※ CSコーデネーター…地域学校協働活動推進員

「紫波のCS」を発行しているが「熟議」の内容や協議結果など、
取り組みがわかりにくい。保護者や地域への情報発信、周知
の更なる取り組みが必要。
学校運営協議会委員は地域の声を収集し、熟議に生かしてほ
しい。
※熟議…学校と地域住民が課題解決に向けて熟慮と議論を行うこと。
学校運営協議会活動の「見える化」に努められたい。
小中連携は、児童生徒の意見を聞くなど、児童生徒・教職員
の負担軽減への配慮を。
CSコーデネーターを増員し、中学校区に配置されたい。 

評　価

意　見

提　言

地域おこし協力隊支援事業
現在までの隊員数は延べ 14 人となり、定着率は８割で、起業、
就労し町内に定住している。地域資源を活用したイベントな
どにより交流人口の増加や地域活性化に繋がった点は評価で
きる。一方、東西部の人口減少に対する課題解決については
隊員全体から見えづらい。
地域おこし協力隊の募集は自らの可能性にチャレンジする人
を応援するフリーテーマ型が主流で、町が「地域おこし協力
隊」に何を求めているかがわかりにくい。募集の際、テーマ
を明確にすべきではないか。隊員が町内の同世代と交流を持
つ機会を設けることで、地元の若者が町の魅力や地域資源を
再認識し、地域づくりへ参加することによって転出の抑制や
将来の移住定住に繋がるのではないか。
人口減少が進行する町において、都市部の人材を積極的に受
け入れ、地域の課題解決および活性化に努められたい。

評　価

意　見

提　言地域活性化に一役

コミュニティスクールの 1 コマ

令和５年度
事業評価

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

事
業
評
価
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令和６年度一般会計補正予算（第４号）議案第49号

事業継承に至らないよう町の責務として、紫波グリーンエネルギー（株）に関わってき
たか。
年1回事業報告を受けていた。
出資金の金額の根拠は。
新会社に1億5000万円の負債を継承するので、出資金で安定させたい。
契約が終わる30年後にどうするか。
当初から供給協定は30年間になっている。更新時に町か事業者が運営を行うかは20年
後の判断になる。

答

問

答

問

答

問

庁舎や施設、個別住宅の契約によりエネルギーステーションの熱供給が行われています。
事業者である紫波グリーンエネルギー(株)から、町へ事業継承の申し入れがありました。
町は、専門の調査を行い建物の価格と新会社設立の出資金が提示されたものです。民間事
業者から第三セクターに事業が移行することに対して審議に時間をかけました。

歳出　・エネルギーステーション購入費（建物）　4290万円
　　　・熱供給事業運営会社出資金　　　　　　  8800万円

質　疑

議員間討議
（抜粋）
・第三セクターになるが、うまくいかなければ町が負担していくことになるのが心配。
・エネルギーの利用者がいるので止めるわけにはいかないが、第三セクターとなるため、

議会の監視を強めていかなければならない。
・長期の契約は、時代の変化もあり永遠ではない。議会が常に監視し、監査機能を果たし

ていく必要がある。

執行者は退席し議員間で個々の考えを発言、議論をつくし共有を図りました。

採　決 意見を付して全会一致で可決

　地域熱供給事業に対する町の責務は、事業が適正に実施されているか確認するための情報
収集、協定書に基づく提出書類についての確認及び必要に応じた指導、本事業を安定的に継
続するための支援をすることであった。町の責任について検証するべきである。
　今後、町が出資する新会社で熱供給事業を運営していくことになるが、町の負担が増すこ
とがないように事業の将来を見据えた計画づくり、監視体制および不測の事態も考えて取り
組まれたい。

赤石小学校増築 令和8年4月供用開始

ピックアップ エネルギーステーション

歳入歳出それぞれ7億7071万円を追加し、総額164億5485万円とするもの。

地域熱供給事業への附帯意見

地域熱供給事業について

補正予算
第三セクターへ議員間討議し附帯意見！

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

補
正
予
算
他
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4290万円

発 議 案議会の意志を示す 発議案とは？ 議会の会議において、議員が提出す
る議案で、条例案や意見書案、決議
案などがあります。

公民連携について理解を深めるとともに、公民連携事業に関する調査・研究を行う。
特別委員会委員長 … 根水 康博 議員
　　　　副委員長 … 細川 惠一 議員・阿部 美佳子 議員

公民連携事業を調査し説明責任を果たす！
公民連携に関する調査特別委員会の設置に関する決議

令和6年9月19日発議案　第７号

財産（建物）の取得に関し議決を求めるもの 議案第53号

エネルギーステーション事業を継承するため、建物を
買い入れしようとするものです。

財産の取得

第三セクターになるにあたり、町の責務をどう考
えているか。
町が出資を9割するものであり、町の関与を深め
ていく。

答

問

議案第52号　紫波町立赤石小学校校舎増築業務の請負契約の締結に関し議決を
　　　　　　 求めることについて

1 業務名 紫波町立赤石小学校校舎増築業務
2 場 所 紫波町南日詰字箱清水地内
3 契約金額 ７億３８６万８千円
4 請負者 橘建設(株)・(株)トミオカ特定建設工事共同企業体
  代表者 橘建設株式会社 代表取締役 橘 伸也
  構成員 株式会社トミオカ 代表取締役 冨岡　靖博

分離発注方式ではなく、公募型プロポーザル での契約にした理由と効果は。
分離発注方式の場合、入札不調による工期の遅れや、設備機器の納入に遅れが生じる恐答

問

赤石小学校増築 令和8年4月供用開始

れがある。また、一体的なコスト縮減につなが
らないと捉える。公募型プロポーザルは、紫波
東こどもの家整備事業において、コスト縮減に
つながった実績がある。
※公募型プロポーザル＝民間の専門的な知識や技術、実
績を生かした提案を総合的に評価して契約締結交渉者を
選定する方式。

契約の締結

オガールエリア内の熱供給を行う
エネルギーステーション（中央）

校舎イメージ図

エネルギー
ステーションの建物
の買い入れ

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
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価
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９月会議までに受理した請願結果をお知らせします。

みなさんからの はこうなりました請願
請　願　件　名 請　願　者 紹介議員 付託委員会 委員会結果 議決結果

安全・安心の医療・介護実現のため
人員増と処遇改善を求める請願書

岩手県医療労働
組合連合会

細川　惠一
鈴木　　博

すこやか
町づくり

採択すべき
もの 可決

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育
費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための
2025 年度政府予算に係る意見書採択を求める請願

岩手県教職員組合
岩手盛岡支部 熊谷　育子 すこやか

町づくり
採択すべき
もの 可決

議案第45号　紫波町公正な職務の執行の確保に関する条例

　職員の法令順守と社会生活の中で求められる規範に基づき行動することを「職員コンプライ
アンス」とし、必要な事項を定める。町民、事業者などは町の公益を確保していくためのパー
トナーであることから、町民および事業者などが守るべき責務を定めるもの。

反 対
　目的に、公正な職務の執行と職場環境を確保することで公益の増進に資するとあり、職
員側の方に重きを置いた条例になっている。町民の負託に応え、信頼される町政を確立す
る方を先にすべきである。公益通報について、調査委員会に第三者が入っていないこと、
通報者保護の取り扱いなどが不十分であり、再考察が必要なため反対する。

及川ひとみ 議員
討

論

自然災害時の対応や新たな感染症に備えるためにも、平常時から必要な人員体制の確保を国
の責任で行い、安全･安心の医療･介護の実現を強く求める。

医師･看護師･介護職員等の賃上げ､ 増員､ 労働環境改善を！
安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書

令和6年9月19日発議案　第５号

子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請
であり、国の施策として定数改善に向けた財源を保障すべき。国会および政府は、地方教育
行政の実情を十分に認識し、措置を講じるよう強く要請する。

学校の働き方改革、慢性的な教員不足解消を求める！
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを
はかるための2025年度政府予算に係る意見書

令和6年9月19日発議案　第６号

請願を採択し発議案として国へ意見

吉
田

和
希

村
上
み
さ
と

鈴
木
　
　
博

佐
藤

光
夫

橋
浦

栄
一

髙
橋

敬
子

浅
沼

有
朋

北
條
　
　
聡

阿
部

秀
一

佐
々
木
純
子

阿
部
美
佳
子

熊
谷

育
子

細
川
　
　
久

及
川
ひ
と
み

細
川

惠
一

藤
原

惠
子

根
水

康
博

武
田

平
八

賛
　
　
成

反
　
　
対

結
　
　
果

紫波町公正な職務の執行の確保
に関する条例 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ー 13 4 可決

賛否が分かれた議案

※賛成は○、反対は×、議長（武田平八）は採決に加わりません。

決
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令和5年度健全化判断比率及び資金不足比率
に係る報告
紫波町指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例及び紫波町包括支援センターの
包括的支援事業の実施に関する基準を定める
条例の一部を改正する専決処分に係る報告

【改正】介護保険法施行規則の一部改正に伴
い、条例における字句の整理をしたもの
令和6年紫波町一般会計補正予算（第5号）の
専決処分に係る報告について

補正額  　   　 1751万円
令和5年度紫波町一般会計歳入歳出決算認定
について　    決算額（歳出）  151億2572万円
令和 5 年度紫波町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

決算額（歳出）　  31億3497万円
令和 5 年度紫波町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について

決算額（歳出）　      3億6471万円
令和5年度紫波町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について

決算額（歳出）　  34億9355万円
令和5年度紫波町介護予防サービス計画事業
特別会計歳入歳出決算認定について

決算額（歳出）        　　  738万円
令和 5 年度紫波町下水道事業会計決算認定に
ついて　　　  収益的収支　　　　       1214万円

資本的収支          △6億254万円
紫波町公正な職務の執行の確保に関する条例

【新設条例】職員のコンプライアンスの原則並
びに町の機関及び町民等の責務を明らかにす

令和６年９月会議提出議案等 … 21件 報告３件、認定６件、条例３件、契約１件
取得１件、  予算４件、人事２件、その他１件

報告６

報告７

報告８

認定１

認定２

認定３

認定４

認定５

認定６

議案45

議案46

議案47

議案48

議案49

議案50

議案51

議案52

議案53

議案54

議案55

議案56

るとともに、その他職員の行動規範について
必要な事項を定めようとするもの
紫波町国民健康保険条例の一部を改正する条例

【改正】被保険者証廃止に伴い、被保険者証の
返還に応じない者に対する過料を廃止するもの。
紫波町水道水源保護条例の一部を改正する条例

【改正】有害物質等の目標値について改定しよ
うとするもの。
岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変
更に関し議決を求めることについて

【改正】被保険者証廃止に伴う市町村事務の一
部変更及び市町村負担金算定に係る基準日の
変更について協議を行うもの。
令和6年紫波町一般会計補正予算（第4号）

補正額  　 7億7072万円
令和 6 年紫波町国民健康保険事業特別会計補
正予算（第1号）　　補正額     　　   272万円
令和6年紫波町介護保険事業特別会計補正予
算（第1号）　　　   補正額 　  1億4488万円
紫波町赤石小学校校舎増築業務の請負契約の
締結に関し議決を求めることについて
橘建設（株）・（株）トミオカ特定建設工事共同
企業体 　　　仮契約金額 　    7億387万円
財産（建物）の取得に関し議決を求めることに
ついて
地域熱供給施設の取得 

仮契約金額 　　    4290 万円
紫波町一般会計補正予算（第6号）

補正額          　2101万円
人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求
めることについて
教育委員会の委員の任命に関し同意を求める
ことについて

人
権
擁
護
委
員

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
渡
辺
嘉
明
さ
ん

︵
志
和
︶を
適
任
と
決
定
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
７
年
1
月
1
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
局
職
員
と
と
も

に
、
人
権
侵
害
事
件
の
調
査
処
理
、
人
権
相

談
、
人
権
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
教
育
委

員
に
川
村
政
子
さ
ん︵
彦
部
︶を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
６
年
10
月
1
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
、
教
育
行
政
の
運

営
な
ど
に
携
わ
り
ま
す
。

川か
わ
む
ら村
政ま

さ
こ子
さ
ん
が
選
任

教
育
委
員

人事

渡わ
た
な
べ辺

嘉よ
し
あ
き明

さ
ん
を
適
任
と
決
定

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他
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質
問
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町
が
定
め
る
第
三
次
紫
波
町
総
合
計
画
で
は
、「
農

業
の
担
い
手
・
安
定
的
な
就
業
の
場
が
確
保
さ
れ

て
い
る
」
と
あ
る
。
農
業
を
巡
る
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
が
、
農
家
所
得
の
向
上
と
個
々
の
経
営
安
定

に
向
け
た
取
り
組
み
、
生
産
者
が
安
心
し
て
営
農
で
き

る
農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
う
か
。

資
材
の
価
格
高
騰
や
生
産
費
の
増
大
な
ど
、
農
業

環
境
が
非
常
に
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。
農
業

所
得
の
確
保
に
関
し
て
は
、
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用

し
つ
つ
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
需
要
に
応
じ
た
高
収
益
作
物

へ
の
誘
導
を
図
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。
新
規
就
農
者

や
認
定
農
業
者
、
兼
業
農
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
担
い
手

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
て
地
域
農
業
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
支
援
体
制
を
整
備
し

令
和
６
年
３
月
16
日
か
ら
日
詰
駅
と
古
館
駅
の
無

人
化
に
伴
い
ト
イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
駅
利

用
者
は
利
便
性
を
無
く
し
、
駅
敷
地
内
外
で
排
泄
行
為

が
行
わ
れ
て
し
ま
う
現
状
は
駅
周
辺
住
民
の
住
環
境

面
・
衛
生
面
を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

町
は
ど
う
捉
え
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
車
両

内
ト
イ
レ
使
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
か
。

駅
の
ト
イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
利
用
者

の
不
便
と
周
辺
の
住
環
境
・
衛
生
面
へ
の
影
響
は

町
で
も
深
刻
に
捉
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
駅

の
ト
イ
レ
閉
鎖
後
は
電
車
内
の
ト
イ
レ
を
使
う
よ
う
に

呼
び
か
け
て
お
り
、
町
と
し
て
は
日
詰
駅
お
よ
び
古
館

駅
の
駅
舎
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
石
公
民
館
や
前
郷
公
園

経
営
の
安
定
を

支
援
体
制
を
整
備
す
る

髙
たかはし

橋 敬
け い こ

子 議員

問

緊
急
の
課
題
で
あ
る

速
や
か
に
協
議
を
重
ね
て
い
く

鈴
す ず き

木 　博
ひろし

議員

問

答

答

農
業
問
題

日
詰
駅
と
古
館
駅
の
ト
イ
レ
閉
鎖

町長

町長

11
議
員
が

一
般
質
問

町民一人一人の未来と暮らしのために！

髙
橋
敬
子

●
農
業
問
題

●
職
員
体
制

鈴
木

博

●
日
詰
駅
と
古
館
駅
の
ト
イ

レ
閉
鎖

●
あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
活

性
化

佐
藤
光
夫

●
埋
蔵
文
化
財
の
管
理
と
現

有
施
設
の
有
効
利
用

●
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
対
策

阿
部
美
佳
子

●
平
時
に
お
け
る
防
災
減
災

の
取
り
組
み

橋
浦
栄
一

●
森
林
整
備

●
給
食
費
無
償
化

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

【　　　　　　　　】議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから
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算
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算
決
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会
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経
営
管
理
能
力
向
上
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

の
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
る
案
内
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
。

屋
外
で
用
を
足
す
の
は
生
理
現
象
に
よ
っ
て
や
む

を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保

さ
れ
ず
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る
。

誰
も
が
安
全
で
清
潔
な
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
人
権

保
護
の
観
点
で
、
同
社
に
対
し
て
駅
舎
内
ト
イ
レ
利
用

の
再
開
を
交
渉
し
て
は
ど
う
か
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

お
い
て
は
、
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆
衛
生

の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
「
市
町
村
は
必
要
と

認
め
る
場
所
に
公
衆
便
所
を
設
け
、
こ
れ
を
衛
生
的
に

維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
現
状
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
利
用
再
開
に
向
け
た
協
議
を
し

て
い
く
。

農
業
者
の
リ
タ
イ
ア
、
後
継
者
の
不
在
な
ど
で
適

切
に
利
用
さ
れ
な
い
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
農
地
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
や
解
消
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
利
用
相
談
を
受

け
た
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な
ど
し
て
現
状
を

把
握
し
、
地
域
の
担
い
手
へ
斡
旋
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
な
ど
に
は
農
地
所
有
者
と
の
橋
渡
し
を
す

る
な
ど
、
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
な
が
ら
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

農業委員会会長

問町長

こ
の
ほ
か
の
質
問

職
員
体
制

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
活
性
化

こ
の
ほ
か
の
質
問

しっかりパトロール

 9 月定例会の傍聴者は延べ 22 人でした。
お越しいただきありがとうございました。

一般質問とは：議員の視点から町の行政全般に対し
質問し、政策的な議論をする場です。

音
声
版
は
ペ
ー
ジ
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

村
上
み
さ
と

●
公
園
や
街
路
の
管
理
整
備

●
犯
罪
被
害
者
等
支
援

細
川
惠
一

●
改
正
地
方
自
治
法

●
農
政
問
題

藤
原
惠
子

●
地
方
公
会
計
の
活
用

●
子
ど
も
政
策
支
援

佐
々
木
純
子

●
わ
が
町
紫
波
な
ら
で
は
の

観
光

●
高
齢
者
支
援

及
川
ひ
と
み

●
暮
ら
し
の
支
援

●
民
間
提
案
制
度

根
水
康
博

●
人
口
減
少
対
策

●
温
泉
保
養
公
園
他

●
行
政
組
織
運
営

●
有
害
鳥
獣
対
策
他

なんとかしてけろじゃー！

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声
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集
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事
前
の
体
制
強
化
と
し
て
、
意
思
決
定
の
場
へ
の

女
性
参
画
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
時
点
で
災
害
対
策
本
部
会
議
の
女
性
職
員
は
1

名
だ
が
、
各
災
害
対
応
部
門
に
い
る
女
性
職
員
か

ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、
意
見
を
生
か
す
。
地
域
防
災

計
画
を
作
成
す
る
防
災
会
議
の
構
成
員
に
は
婦
人
消
防

協
力
隊
連
合
会
長
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
長
を
任
命

し
、
意
見
を
反
映
し
て
い
る
。

平
成
15
年
頃
か
ら
発
生
し
た
松
食
い
虫
に
よ
る
赤

松
の
被
害
木
の
伐
採
に
多
く
の
時
間
・
労
力
を
か

け
て
対
応
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
温
暖
化
の
影
響
で

ツ
ル
系
植
物
が
山
の
多
く
の
木
を
覆
い
、
道
路
沿
に
も

生
い
茂
り
、
木
々
の
生
長
を
は
じ
め
景
観
的
に
も
安
全

性
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

今
後
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
、
２
０
２
１
環
境
・
循

環
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
行
動
方
針
で
あ
げ
ら
れ
た

が
、
現
在
の
森
林
資
源
の
活
用
及
び
森
林
再
生
の
進
捗

状
況
と
具
体
的
な
取
組
は
。

森
林
資
源
の
多
く
が
保
育
・
間
伐
を
必
要
と
す
る

育
成
段
階
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
育
成
林
に
お
け
る

保
育
・
間
伐
の
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
健
全
な
森
林
資
源
の
維
持
造
成
を
推
進
す
る

た
め
、
林
業
関
係
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
森
林
経
営
計

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
多
発
し
、
城
山
公

園
は
閉
鎖
状
態
が
続
い
て
い
た
。
公
園
を
通
常
利

用
し
な
が
ら
ク
マ
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
専
門
家

の
調
査
の
も
と
、
今
後
の
対
策
と
計
画
は
。

令
和
５
年
に
行
っ
た
城
山
公
園
に
お
け
る
ク
マ
に

関
す
る
現
地
確
認
の
結
果
、
ク
マ
は
東
側
か
ら
北

上
川
を
渡
っ
て
来
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
身
被
害

や
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
、
冬
か
ら
春
に
花
火
に
よ

る
追
い
払
い
、
Ａ
Ｉ
通
信
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で

効
果
的
な
罠
を
設
置
し
4
頭
捕
獲
し
た
。

ク
マ
の
餌
や
隠
れ
場
所
に
な
る
樹
木
の
伐
採
が
急

務
で
あ
る
。
毎
年
継
続
的
に
で
き
な
い
か
。

昨
年
度
、
ク
マ
の
目
撃
箇
所
周
辺
で
あ
る
北
側
斜

面
の
ス
ギ
を
中
心
に
伐
採
し
、
併
せ
て
餌
と
な
る

ク
リ
な
ど
を
伐
採
し
て
い
る
。
今
年
は
、
当
初
計
画
に

城
山
へ
出
現
防
止
の
対
策
は

東
側
斜
面
の
刈
払
い
・
伐
採
を
し
て
い
く

佐
さ と う

藤 光
み つ お

夫 議員

問町長

平
時
に
こ
そ
災
害
対
策
の
検
証
・
強
化
を

関
係
機
関
と
連
携
し
進
め
る

阿
あ べ

部 美
み か こ

佳子 議員

問問

森
林
資
源
の
活
用
と
再
生
は

整
備
を
進
め
て
い
く

橋
はしうら

浦 栄
えいいち

一 議員

問

答

答

答

ア
ー
バ
ン
ベ
ア
対
策

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

森
林
整
備

問町長

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
体
制
は

整
っ
て
い
る
か
。

※
災
害
対
策
本
部
会
議

災
害
対
応
時
の
最
高
意
思
決
定
機
関
。

構
成
員
は
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
部
課
長
。
そ
の
ほ
か
関
係

行
政
機
関
と
し
て
、
消
防
署
長
、
警
察
署
長
、
消
防
団
長
、
交
通

指
導
隊
長
。

町長

町長

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

※
ア
ー
バ
ン
ベ
ア

市
街
地
に
出
没
す
る
ク
マ
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全
国
の
自
治
体
か
ら
国
に
よ
る
学
校
給
食
費
の
完

全
無
償
化
の
要
望
が
あ
る
中
で
、
岩
手
県
内
で
は

既
に
11
の
市
町
村
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
充
て

る
等
工
面
し
、
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
し

て
い
る
。

町
と
し
て
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
町
民

全
員
で
支
え
育
て
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
学
校
給

食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

給
食
費
は
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
保
護
者
の
負
担

に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
優
先
課
題
で
あ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
施
設
整
備
が
控
え
て
い

る
事
を
踏
ま
え
、
現
段
階
で
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。
な
お
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
就
学
援
助
制
度

の
活
用
を
促
進
し
支
援
に
努
め
る
。

災
害
時
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
運
営

す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
能
登
半
島

地
震
を
は
じ
め
被
災

地
の
例
に
対
応
す
る

た
め
、
再
度
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
進

め
、
避
難
所
を
開
設

す
る
際
に
は
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
運
営
を
進
め

て
い
く
。

よ
り
侵
入
経
路
と
思
わ
れ
る
東
側
の
北
上
川
沿
い
の
刈

り
払
い
を
進
め

て
き
た
が
、
ク

マ
の
出
没
が
多

発
し
た
こ
と
か

ら
東
側
斜
面
下

の
伐
採
を
追
加

す
る
。

画
を
策
定
し
長
期
的
な
施
業
受
委
託
等
が
普
及
・
定
着

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

町長

地
域
防
災
の
要
と
し
て
の
自
主
防
災
組
織
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

現
在
、
44
団
体
の
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
。
大
き

な
災
害
が
発
生
し
た
時
は
自
主
防
災
組
織
の
力
が

必
要
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
活
動
支
援
を
行
い
、
組
織

が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
行
政
区
長
や
公
民
館
長

に
働
き
か
け
を
行
う
。

県
で
整
備
し
、
現
在
運
用
し
て
い
る
「
被
災
者
台

帳
シ
ス
テ
ム
」
は
来
年
度
更
新
予
定
。
更
新
後
は

被
災
者
情
報
の
共
有
や
早
期
の
罹り

さ
い災
証
明
書
の
発
行
や

業
務
の
省
力
化
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
避
難
情
報
の
発

信
や
災
害
情
報
の
収
集
は
、
町
と
関
係
機
関
が
連
携
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

問問※
Ｄ
Ｘ

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
変
革
す
る
こ
と
。

防
災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

町長町長

子
ど
も
は
地
域
の
宝

　
　  

支
え
育
て
て
い
く
べ
き

制
度
の
活
用
で
対
応
す
る

答
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

問教育長※
就
学
援
助
制
度

経
済
的
理
由
に
よ
り
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
家
庭
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
。

入られないかあ

埋
蔵
文
化
財
は
旧
中
央
保
育
所
で
修
復
・
保
管
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
増
え
る
埋
蔵
文
化
財
の
保
存

管
理
を
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
一
般
公
開
は
で
き
な

い
か
。町

の
中
央
部
に
お
い
て
宅
地
開
発
が
増
加
傾
向
に

あ
り
新
た
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
令
和
６

年
６
月
時
点
で
３
５
２
カ
所
に
な
る
。
旧
中
央
保
育
所

を
活
用
し
施
設
全
体
の
約
６
割
に
あ
た
る
ス
ペ
ー
ス
に

収
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
財
の
一
般
公
開
は
、
中

央
公
民
館
で
常
設
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
出

土
し
た
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究
を
進
め
、
保
護
の
重

要
性
に
関
す
る
理
解
の
促
進
に
努
め
る
。

文
化
財
の
保
存
と
公
開
は

保
護
の
重
要
性
と
理
解
の
促
進
に
努
め
る

問 答 埋
蔵
文
化
財

教育長

平時にこそ考えよう！
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改
正
地
方
自
治
法
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、
国
は
地
方
自
治
体
に
対

し
、
法
的
義
務
を
持
つ
補
充
的
指
示
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
。
同
法
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

先
の
通
常
国
会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
国
民
の
安
全
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
一
定

の
条
件
の
も
と
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要

な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
た
。

私
は
大
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、
広
域
的
な

支
援
が
必
要
と
な
る
状
況
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
改
正
の

趣
旨
に
つ
い
て
、
一
定
程
度
は
理
解
で
き
る
。

一
方
で
国
の
指
示
権
の
拡
大
が
地
方
分
権
の
流
れ
に

逆
行
し
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
対
等
な
関
係
に
影
響

公
会
計
改
革
に
お
い
て
、
経
済
性
・
効
率
性
・
有

効
性
の
3
点
が
追
求
さ
れ
る
が
、
日
本
は
諸
外
国

に
比
べ
る
と
公
会
計
利
用
の
目
的
が
定
ま
っ
て
い
な
い

と
指
摘
が
あ
る
。
公
会
計
の
知
見
を
生
か
し
た
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
は
、
事
業
の
成
果
に
コ
ス
ト
・
人
員
配
置
・

活
用
資
産
な
ど
経
費
面
だ
け
で
は
な
く
、
建
物
の
減
価

償
却
費
も
加
味
し
た
正
確
な
行
政
コ
ス
ト
の
把
握
が
可

能
で
あ
る
。

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
課
別
・
事
業
別

の
評
価
シ
ー
ト
を
議
会
に
提
出
し
、
審
査
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
町
に
お
い
て
も
評
価
シ
ー
ト
を
作

成
し
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
で
き
る
取
り
組
み

が
必
要
と
捉
え
る
が
、
見
解
は
。

町
で
は
、
公
会
計
研
修
を
毎
年
実
施
し
、
簿
記
の

基
礎
、
事
業
別
・
施
設
別
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
に
よ

公
園
や
街
路
の
芝
生
に
除
草
剤
が
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
使
用
と
町
民
へ
の
周
知
、
健
康
へ

の
影
響
の
考
え
は
。

街
路
の
芝
生
は
、
芝
生
用
の
除
草
剤
を
使
用
し
て

い
る
。
除
草
剤
は
一
般
に
市
販
さ
れ
て
お
り
、
土

壌
中
で
分
解
さ
れ
る
た
め
影
響
は
な
い
と
考
え
る
が
、

散
布
後
に
看
板
を
設
置
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
細
心

の
注
意
を
払
い
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
公
園
な
ど
は
管
理
を
地
元
団
体
に
委
託
し
て
お

り
、
除
草
剤

を
提
供
し
て

い
る
公
園
も

あ
る
。

公
園
や
街
路
の
芝
生
に
除
草
剤
の
考
え
は

街
路
の
芝
生
に
使
用
し
た
時
は
周
知
す
る

村
むらかみ

上 みさと 議員

問

適
切
な
運
用
を

実
情
に
あ
わ
せ
運
用
す
る

細
ほそかわ

川 惠
けいいち

一 議員

問

評
価
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
予
算
編
成
は

評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む

藤
ふじわら

原 惠
け い こ

子 議員

問

答

答

答

公
園
・
街
路
の
管
理

改
正
地
方
自
治
法

地
方
公
会
計

町長

町長

町長

紫波町公式 LINEより
【　　　　　　　　】議員の一般質問・答弁の 

動画は QR コードから

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】
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窓
口
設
置
も
含

め
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
先
進
事
例

も
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。 犯

罪
被
害
者
な
ど
に
適
切
で
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
支
援
を
行
う
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
が
必
要
で
あ
る
が
、
考
え
は
。

県
の
条
例
に
は
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
県
、

市
町
村
、
民
間
支
援
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
が

相
互
に
連
携
し
、
及
び
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
町
の
条
例
を
制
定
せ
ず
、
県
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

警
察
は
捜
査
と
し
て
被
害
者
に
局
所
的
に
し
か
関

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
行
政
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
条
例
が
望
ま
れ
て
い
る
。
検
討
で
き

な
い
か
。

を
及
ぼ
す
と
し
て
、
改
正
反
対
意
見
が
あ
る
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。

同
法
の
改
正
は
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
経
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
法
の
理
念
に
沿
っ
た
運
用

が
な
さ
れ
る
よ
う
留
意
し
て
い
く
。

同
法
で
は
、
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制
度
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
制
度
運
用
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

国
は
、
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
町
村
は
地
域
の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
お
よ
び

協
働
を
推
進
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
し
た
。

町
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
住
民
の
話
し
合
い
の
進
展
や
組
織

化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
合
わ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
支
援
や
集
落
支
援
員
の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
、
総
務
省
の
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
を
活
用
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
委
嘱
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
業
務
委

託
支
援
を
図
っ
て
い
る
。

制
度
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
条
例
で
「
特
定
地
域

共
同
活
動
」
を
定
め
る
と
と
も
に
、
条
例
で
定
め
た
要

件
を
備
え
る
「
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
」
を
指
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
今
後
、
国
か
ら
制
度
の
詳
細
が
示

さ
れ
次
第
、
町
の
実
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ

の
導
入
を
見
極
め
て
い
く
。

町長

問

る
事
業
構
築
な
ど
、
評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
、

職
員
の
意
識
向
上
や
知
識
の
習
得
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
国
の
方
針
な
ど
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
評

価
し
、
事
業
改
善
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
い
、
予
算

編
成
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

条
例
の
制
定
を

先
進
事
例
も
含
め
て
検
討

問

答
犯
罪
被
害
者
等
支
援

町長

町長

子
ど
も
政
策
の
加
速
化
プ
ラ
ン
と
し
て
３
年
か
け

て
実
施
す
る
と
あ
る
が
、
少
子
化
の
時
代
、
子
ど

も
た
ち
の
命
を
大
切
に
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。「
命
の
尊
厳
を
守
る
」
研
修
を
毎
年
、
計
画
的
に

実
施
し
、「
生
命
の
尊
厳
の
紫
波
町
」
を
掲
げ
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
か

ら
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
で
は
、「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
に
含
ま
れ
る
児
童

手
当
の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
進

め
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、「
子
ど
も
の
命
や
尊
厳
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
」
は
、
確
実
に
実
現
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
子
ど
も
の
成
長
を

地
域
全
体
で
支
え
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
大
切
に

地
域
全
体
で
支
え
て
い
く

問

答
子
ど
も
政
策

問

町長

農
政
問
題

こ
の
ほ
か
の
質
問

ひとりで悩まないで！

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

一
般
質
問



議会だより　　　   No.211　令和6年10月23日発行 18

物
価
高
騰
は
ま
だ
続
き
、
町
民
の
暮
ら
し
は
厳
し

い
現
状
が
続
い
て
い
る
。
生
活
の
中
で
、
国
民
健

康
保
険
や
子
ど
も
の
医
療
費
、
学
校
給
食
費
の
補
助
な

ど
直
接
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、「
国
民
健
康

保
険
税
子
ど
も
均
等
割
額
」
の
軽
減
年
齢
を
引
き
上
げ

ら
れ
な
い
か
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
令
和
4
年
度
か
ら
未
就

学
児
の
均
等
割
額
の
5
割
軽
減
措
置
が
開
始
さ
れ
て
お

り
、
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
財

政
運
営
と
医
療
給
付
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
財
源
で
あ
り
、
均
等
割
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
現

行
ど
お
り
の
運
用
を
継
続
す
る
考
え
で
あ
る
。

子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
や

施
設
の
整
備
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
お
け
る
保
育

士
の
人
員
、
報
酬
の
対
応
は
十
分
か
。

子
育
て
世
帯
の
増
加
や
拡
大
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
保
育
施
設

の
開
所
支
援
に
努
め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

保
育
士
の
人
員
は
、
基
準
を
満
た
す
配
置
に
よ
り
、

保
育
の
質
を
確
保
し
て
い
る
。
報
酬
は
、
保
育
運
営
費

に
含
ま
れ
る
処
遇
改
善
加
算
が
賃
上
げ
改
善
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。

今
後
も
、
保
育
需
要
に
合
わ
せ
た
保
育
士
の
配
置
な

ど
に
つ
い
て
、
制
度
運
用
や
周
知
を
行
い
、
町
内
保
育

施
設
の
適
正
な
子
育
て
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

豊
か
な
恵
み
、
悠
久
の
歴
史
に
く
ら
し
輝
く
ま

ち
、
紫
波
」
を
掲
げ
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け
て

さ
ら
に
磨
き
上
げ
を
行
い
、
観
光
振
興
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
合
わ
せ
観
光
看
板
に

外
国
語
表
記
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

紫
波
町
近
隣
在
住
の
外
国
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
望
む
声
が
多

く
、
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
事
業
で
外
国
語

版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
、
そ
れ
ら
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
外
国
人
に
対
し
て
町
の
観
光
資
源
の

魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
、
旅
行
者
や
町
内
利
用

者
は
満
足
し
て
い
る
か
。

紫
波
な
ら
で
は
の
観
光
に

魅
力
発
信
に
努
め
る

佐
さ さ き

々木 純
じゅんこ

子 議員

問町長

直
接
的
な
支
援
を

現
状
を
維
持
す
る

及
おいかわ

川 ひとみ 議員

問

子
育
て
支
援
の
充
実
は

子
育
て
環
境
の
充
実
に
取
り
組
む

根
ね み ず

水 康
やすひろ

博 議員

問

答

答

答

観
光
振
興

暮
ら
し
の
支
援

人
口
減
少
対
策

問

町長

町長

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

議員の一般質問・答弁の 
動画は QR コードから【　　　　　　　　】

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

一
般
質
問
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2
次
交
通
の
代
表
的
な
手
段
で
あ
る
「
し
わ
ま
る

号
」
の
利
用
実
績
を
見
る
と
、
通
院
や
買
い
物
な

ど
の
日
常
利
用
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
観
光
目
的
で

の
利
用
は
多
く
な
い
。
一
方
で
、
外
国
人
へ
の
調
査
で

は
、
不
便
を
感
じ
る
事
柄
と
し
て
「
公
共
交
通
の
分
か

り
に
く
さ
」
と
の
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
観
光
事
業
者

な
ど
と
連
携
し
、
改
善
策
を
検
討
し
て
い
く
。

家
族
連
れ
に
子
ど
も
の
遊
び
場
を
提
供
し
、
町
の

魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

子
ど
も
の
遊
び
場
に
関
す
る
需
要
が
多
く
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
温
泉

保
養
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
と
し
、
遊
び
場
に
関
す
る
需
要
に
応
え

る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
の
美
味
し
い
農
産
物
は
、
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
て
い
る
。
特
産
品
振
興
は
具
体
的
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

酒
の
ま
ち
紫
波
を
推
進
し
、
お
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
と
共
に
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
産

業
の
振
興
に
繋
げ
て
い
く
。
ま
た
そ
の
他
に
も
多
く
あ

る
町
の
特
産
品
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
も
積

極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
イ
ベ
ン
ト
支
援

な
ど
関
連
団
体
と
連
携

し
、
認
知
度
向
上
と
販

路
拡
大
に
努
め
る
。

町長問町長問町長

町
に
は
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
る
「
民

間
提
案
制
度
」
が
あ
る
。
町
民
か
ら
は
、
広
報
な

ど
に
記
事
が
載
る
が
分
か
り
に
く
い
と
の
声
を
聞
く
。

視
察
に
行
っ
た
大
阪
府
大
東
市
で
は
、
民
間
提
案
制

度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
公
民
連
携
リ
ス
ト
の
公
表

な
ど
も
あ
る
。

町
で
も
リ
ス
ト
の
公
開
な
ど
も
含
め
町
民
へ
の
情
報

提
供
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
民
間
提
案
は
、
町
民
の

要
望
や
考
え
と
一
致
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
か
。

町
の
民
間
提
案
制
度
は
、
基
本
的
に
町
の
財
政
負

担
を
伴
わ
な
い
提
案
を
募
集
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
資
金
に
よ
り
、
行
政
課
題
は

も
と
よ
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
課
題
解
決
に
資
す
る

と
評
価
さ
れ
た
事
業
を
採
択
し
て
い
る
。

場
所
や
事
業
を
特
定
せ
ず
、
事
業
の
募
集
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
リ
ス
ト
は
作
成
で

き
か
ね
る
。

町
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、
暮
ら
し
や
な
り
わ
い
に
直

接
効
果
を
も
た
ら
す
事
業
が
実
施
さ
れ
る
際
は
、
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
く
。

町
民
の
要
望
に
合
っ
て
い
る
か

課
題
解
決
に
資
す
る
事
業
を
採
択

問 答 民
間
提
案
制
度

町長

第
二
次
紫
波
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
に
掲

げ
る
八
つ
の
実
践
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
多
様

な
分
野
に
お
け
る
町
民
な
ど
の
主
体
的
な
活
動
と
し
て

着
実
に
進
展
す
る
よ
う
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
状
況
と
そ
の
成
果
は
。
ま
た
推
進
計
画

に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
、
連
携
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、

食
育•

地
産
地
消
実
践
者
と
児
童
施
設
な
ど
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
よ
る
農
業
体
験
や
調
理
体
験
、
補
助
金
制
度

を
活
用
し
た
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

食
を
通
じ
て
農
業
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
る
活
動

は
、
食
に
関
す
る
知
識
、
食
を
選
択
す
る
力
、
健
全
な

食
生
活
の
実
践
な
ど
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
意
識
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
本
年
度
事
業

に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
の
事
業
展
開
に
生
か
し
て
い
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は

計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る

問

答
地
産
地
消
・
食
育

町長

高
齢
者
支
援

こ
の
ほ
か
の
質
問

温
泉
保
養
公
園
／
行
政
組
織
運
営
／
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
／
有
害
鳥
獣
対
策
／
地
域
留
学
／
公
益
塾
／

し
わ
ま
る
号
／
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
／
特
別
職
の
職
員
給
与

こ
の
ほ
か
の
質
問

魅力ある町の農産物

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

一
般
質
問
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議会モニター意見交換会
令和 6 年 8月20日に新たな議会モニターの皆さんと意
見交換会を開催し、参加された 3人から貴重なご意見を
いただきました。
議長より「緊張感を持って議会に取り組み、町民の方と
共に議会力を高めたい」と挨拶があり、意見交換を行い
ました。

・議場がフラットで奥の議員が見
えない。

・声が聞き取れない発言者がいる
・一般質問のアーカイブだけでなく

他の会議も

・今の議場は好き
・メリハリのある会議を

平らな議場は良いと思う

・広角カメラで全体を映せるか検
討する

・議場はバリアフリーも意識した
設計になっている

・発言するときはハッキリと話す
ように心がける

編集のポイントとして
・分かりやすく
・町民がたくさん登場するように
・議論が交わされたことを伝える

・多くの町民が載っている表紙が
良い

・分かりやすく親切になった
・町の動きが知りたい

・町への指摘や提言を追い続けて
欲しい

・一般質問が見やすく読みやすく
なった

一般質問通告と答弁だけにした

再質問でも良い質問があったけど

紙面が限られているので全部掲載
できない。お手数ですが、QR コ
ードを読み込み音声データを聞い
てほしい

聞かせてまちの声の取材はどのよ
うにしているのか。

広報担当の議員が出向いて取材を
している

議会運営について 議会だよりについて

議会モニター

阿
あ べ

部 重
し げ お

雄さん
（彦部地区）

小
おがさわら

笠原 悦
え つ こ

子さん
（古館地区）

髙
たかはし

橋 吉
よ し み

見さん
（赤石地区）

阿部さん

髙橋さん

小笠原さん

議員

議員

議員

議員

議員

髙橋さん

小笠原さん

小笠原さん

阿部さん

今回もモニターの皆様からのご意見がとても参考
になり、早速議会だよりに生かしております。こ
れからも分かりやすい議会だより作成と真摯な議
会活動に努めて参ります。

広報広聴常任委員会　委員長　鈴木　　博

議会議員
出席者の紹介

　　　　　　議　長　  武　田　平　八
広 報 広 聴
常任委員会
　　　　　　副委員長　  佐々木　純　子
　　　　　　委　員　  吉　田　和　希
　　　　　　委　員　  村　上　みさと
　　　　　　委　員　  佐　藤　光　夫
　　　　　　委　員　  橋　浦　栄　一
　　　　　　委　員　  及　川　ひとみ

意見交換会を終えて

委員長　  鈴　木　　　博

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

特
　
　
集
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開催趣旨－議会活動や行政課題に対する取り組みの状況など、議会の

　　　　　説明責任を果たすとともに、町民の皆さんの意見や提言な

　　　　　どを取りまとめ、町の発展と議会の活性化を図る。

主　　催－自治公民館、紫波町議会

▼ 次の日程・会場で開催します。  　 　　　　　　   ※開催時間は約１時間 30 分

【問合せ先】紫波町議会事務局　電話 019-672-6866（直）

令和６年度　紫波町議会報告会

「町民と議会の意見交換会」開催のお知らせ

どなたでも参加できますので、お誘い合わせの上おいでください。

 【 報告会の内容 】

　　・町の令和５年度決算状況、各委員会からの報告

　　・町政、議会運営に関する意見・要望・提言

開催日 1 班 2 班 3 班 4 班

10月28日(月)
赤石(桜町北通、桜町南通)

桜町北通公民館
午後 6 : 30 ～

赤石
高木公民館

午後 6 : 30 ～

長岡
横沢公民館

午後 7 : 00 ～

長岡
常川公民館

午後 6 : 30 ～

11月１日(金)
赤石

蔭沼公民館
午後 6 : 30 ～

古館
十日市公民館
午後 6 : 30 ～

古館
桜田公民館

午後 6 : 30 ～

日詰
6 区公民館 鈴の音

午後 6 : 30 ～

11月２日(土)
赤石

京田公民館
午前10 : 00 ～

佐比内
8 区公民館

午前10 : 00 ～

情報交流館
大スタジオ

午前10 : 00 ～

日詰
あさひコミュニティ会館

午前10 : 00 ～

11月５日(火)
彦部

大巻公民館
午後 6 : 30 ～

古館
中陣公民館

午後 6 : 30 ～

古館
上町公民館

午後 6 : 30 ～

出 席 議 員

　細川　惠一
　吉田　和希
　橋浦　栄一
　髙橋　敬子

　藤原　惠子
　村上みさと
　北條　　聡
　阿部美佳子

　及川ひとみ
　鈴木　　博
　浅沼　有朋
　熊谷　育子

　細川　　久
　佐藤　光夫
　阿部　秀一
　佐々木純子

▼ 当日は10月23日発行の 議会だより しわNo.211（本号）を持参願います ▼

決
　
　
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

事
業
評
価

補
正
予
算
他

一
般
質
問

ま
ち
の
声

特
　
　
集

特
　
　
集



議会だより　　　   No.211　令和6年10月23日発行 22

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
シリーズ「議会の見える化」vol.2

～町議会と町長はどちらも選挙で選ばれた対等の立場です～

 町議会は、町長から提案された条例や予算の審査を行い、決定します。

また、お金の使われ方をチェックし、町民の意見を反映させます。

町長には「執行権」、議会には「議決権」があり、それぞれの権限に基づいて、

住民の福祉向上、紫波町が掲げる暮らし心地のよい町という
同じ目的のために役割を果たしています。

議会の活動を紹介します

式典等の公的行事、他機関会議への出席を除く。

議会運営委員会　　 2 回
議会全員協議会　　 1 回
予算決算常任委員会 2 回
IT 推進検討委員会   1 回
町づくり常任委員会 6 回
広報広聴常任委員会 5 回
議会本会議 　　　　5 回

議会運営委員会 　　2 回
議会全員協議会 　　1 回
議会本会議　　　　 1 回
町づくり常任委員会 3 回
広報広聴常任委員会 1 回
議員研修会　　　　1 回
紫波郡町議会議長会 1 回

議会運営委員会 　　1 回
予算決算常任委員会 1 回
町づくり常任委員会 1 回
広聴広報常任委員会 1 回
議員研修会　　　　2 回

６月 ７月 ８月

町民

町議会 町長

町民の声を聞く 町民のために仕事をする

提　案

二元代表制
監視・評価・政策提言・提案

選　挙
請願・

陳情

選　挙

地方議会は二元代表制議会っ
て

なあに
？
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聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

清
し み ず

水 明
あ き こ

子さん
（土舘地区）

盆栽は楽しい！

今年もできました。おいしいブドウ

自然豊かな紫波町（東根山より）

議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。

健
康
増
進
の
た
め

　
　
　
　
　
　
余
暇
利
用
を

春
の
山
菜
、
秋
の
キ
ノ
コ
採
り
も
、

ク
マ
の
出
現
で
や
め
て
い
る
町
民
の

方
々
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
余
暇

を
利
用
し
た
散
歩
と
、
小
さ
な
鉢
を
利

用
し
た
樹
木
を
育
て
る
盆
栽
の
時
間
を

持
ち
ま
せ
ん
か
。

庭
造
り
は
維
持
費
が
少
々
か
か
り
ま

す
が
、
ひ
と
り
で
で
き
る
盆
栽
に
費
用

は
あ
ま
り
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

実
り
の
秋
、
素
晴
ら
し
い
季
節
の
到

来
で
す
。
町
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に

紫
波
町
で
実
施
し
て
い
る
ク
マ
情
報
は

必
要
で
す
。
継
続
し
て
欲
し
い
で
す
。

農
業
と
神
楽

赤
沢
で
、
ブ
ド
ウ
と
米
を
作
り
な
が

ら
農
業
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ブ
ド
ウ
は
、
夏
の
長
雨
も
あ

っ
て
収
穫
量
が
い
つ
も
よ
り
半
分
以
下

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
年
の
気

候
変
動
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
米
の
値
段
が
例
年
よ
り
大
幅
に
上

が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
ま
ま
続
い

て
米
農
家
の
意
欲
が
上
が
る
と
良
い
で

す
ね
。

私
は
赤
沢
神
楽
保
存
会
の
一
員
と
し

て
、
町
内
外
の
お
祭
り
等
に
神
楽
を
奉

納
し
て
い
ま
す
。
若
い
メ
ン
バ
ー
も
増

え
て
き
ま
し

た
。土

地
を
守

り
、
文
化
を

継
承
し
て
い

け
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
、
明
る
い
町
に

私
に
は
2
人
の
大
き
な
子
ど
も
が
い

ま
す
。
私
た
ち
が
住
む
紫
波
町
は
、
各

地
域
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
賑
や
か
な
町
で
す
。
町
の
中
で
も
特

に
素
敵
な
場
所
と
し
て
「
ビ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
」
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
紫
波
町

の
景
色
は
と
て
も
美
し
く
、
よ
く
ド
ラ

イ
ブ
し
に
行
き
ま
す
。

ま
た
、
紫
波
町
に
は
美
味
し
い
お
店

も
多
く
、
特
に
オ
ム
ラ
イ
ス
が
美
味
し

い
お
店
が
あ
り
、
よ
く
友
達
と
一
緒
に

訪
れ
ま
す
。
冬
に
な
る
と
、
私
の
好
き

な
メ
ン
チ
カ
ツ
を
買
い
に
日
詰
の
商
店

街
へ
出
か
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

紫
波
町
は
自
然
豊
か
で
、
ま
ち
づ
く

り
が
う
ま
く

進
ん
で
い
る

素
晴
ら
し
い

町
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

上
う え の

野 和
かずふみ

文さん
（赤石地区）

梅
うめざわ

澤 直
な お や

哉さん
（赤沢地区）
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ペ
ン
を
お
い
て

みみよりの話 No.46シリーズ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で

は
日
常
の
さ
さ
い
な
出
来
事

に
目
を
向
け
、
新
し
い
発
見

や
成
長
の
機
会
を
得
る
「
気

づ
き
」
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
普
段
見
逃
し
が
ち
な
日

常
の
小
さ
な
変
化
に
も
注
目

し
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を

忘
れ
ず
に
編
集
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

議
員
一
人
一
人
が
互
い
に

理
解
し
合
い
、
協
力
し
合
う

こ
と
で
、
個
々
の
強
み
を
生

か
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
町
政
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
「
分
か
り
や
す
い
」「
読

み
や
す
い
」
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
決
算
状
況
を
家
計
に

当
て
は
め
て
み
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

橋
浦

栄
一

山村に賑わいをもとめて
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表紙の写真

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長

武
田

平
八

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

鈴
木
　
　
博

副
委
員
長

佐
々
木
純
子

委
　
　
員

吉
田

和
希

　
　
　
　
　
　
村
上
み
さ
と

　
　
　
　
　
　
佐
藤

光
夫

　
　
　
　
　
　
橋
浦

栄
一

　
　
　
　
　
　
及
川
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

山村に賑わいをもとめて山村に賑わいをもとめて

9
月
14
日
、
最
後
の
山
車
の
運
行

と
な
っ
た
堤
島
神
社
例
大
祭
を
取
材

し
ま
し
た
。

山
車
の
正
面
は
野
村
胡
堂
の
小
説

「
銭
形
平
次
捕
物
控
」
で
す
。
例
年

の
倍
の
人
数
が
集
ま
り
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
山
車
運
行
を
大
巻
地
区
の
皆

さ
ん
が
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
か
け
声
、
太
鼓
や

笛
の
音
に
地
域
の
方
々
が
続
々
と
表

に
。「
昔
は
人
も
多
く
、
連
日
運
行

し
た
。
最
後
と
い
う
の
は
さ
み
し
い

け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
山
車
は
い
い
で

す
ね
」と
、そ
の
姿
を
見
届
け
ま
し
た
。

田
園
風
景
の
中
を
山
車
が
運
行

し
、
沿
道
か
ら
地
域
の
方
々
が
声
援

を
送
る
姿
に
、
山
車
の
運
行
は
終
わ

っ
て
も
地
域
の
つ
な
が
り
は
永
久
に

続
く
と
感
じ
ま
し
た
。

先
輩
組
合
員
が
描
い
た
様

相
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
祭
り
で
賑
わ

う
紫
波
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
の
課
題
は
、
組
合
員

の
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者

不
足
で
す
。
密
接
に
関
係

す
る
地
域
農
業
に
お
い
て

は
、
若
い
人
の
農
業
離
れ

が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

の
農
業
に
お
け
る
経
済
的

不
安
定
、
地
域
の
過
疎
化

な
ど
、
将
来
の
展
望
が
見

え
な
い
こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

産
直
に
よ
る
経
済
効

果
、
賑
わ
い
に
よ
る
活
性

化
、
そ
し
て
、
地
域
の
中

心
施
設
と
し
て
、
若
い
人

が
夢
を
持
て
る
店
舗
と
し

て
「
案か

か

し
山
子
ま
つ
り
」
が

農
山
村
佐
比
内
に
活
性
化

を
も
た
ら
し
ま
す
。

紫
波
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー　
　

組
合
長

山や
ま
し
た下

研け
ん
え
つ悦

今
年
も
86
体
の
案か

か

し
山
子

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
壮

大
で
す
。
組
合
員
の
渾こ

ん
し
ん身

の
作
品
、
世
相
が
よ
く
見

え
ま
す
。

平
成
16
年
、
当
時
の
組

合
役
員
た
ち
は
、
周
り
の

産
直
よ
り
遅
れ
て
設
立
し

た
佐
比
内
産
直
販
売
店
の

誘
客
作
戦
に
頭
を
擦
り
合

わ
せ
る
よ
う
に
協
議
を
重

ね
た
こ
と
だ
ろ
う
。

た
ど
り
着
い
た
作
戦
が

「
案か

か

し
山
子
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
し
た
。
当
時
の
先
輩
た

ち
の
話
で
は
、
組
合
員
か

ら
案か

か

し
山
子
作
成
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
難
し
く
、
お

客
様
に
見
せ
る
案か

か

し
山
子
と

は
ど
ん
な
も
の
か
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。

年
々
個
体
数
も
増
え
評

判
を
得
た
「
案か

か

し
山
子
ま
つ

り
」
は
、
組
合
員
の
力
と

な
り
、
地
域
の
自
慢
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
特
産

物
「
ぶ
ど
う
」
の
出
荷
と

重
な
り
、
産
直
店
舗
は
、

最後の運行　たくさんの人が集まりました

地
域
の
つ
な
が
り
永
久
に

︵
村
上
︶




